
『法務局』をご存じですか？ 
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「人権人権ってなんだろう？」を考えるきっかけにできれば…………。 
そんそんな思いから都内都内の小学校小学校3校が校が協力協力して 

絵を車体にデザ車体にデザインした「人権啓発人権啓発ラッピングバス」が運行運行しました。 
 

法務省発、ちょっと耳よりな情報です。 

法務省だより 法務省大臣官房  
秘書課広報室 

●本誌に対する御意見、御感想は……　［法務省大臣官房秘書課広報室］〒100-8977 東京都千代田区霞が関1-1-1　Tel：03-3580-4111（代）　Fax：03-3592-7393

●法務省の詳しい情報は下記のホームページをご覧ください。 

●この印刷物は再生紙と大豆インキを利用しています。 

■10月号目次 
［2面］●どこでも、誰でも、手が届く司法に 
　　　「司法ネット」を整備します 
［3面］検察官適格審査会 
［4面］●法務局の仕事のうち「登記・戸籍・国籍・供託」などについて紹介します。 

　　　「法務局」をご存じですか？ 

「人権ってなんだろう？」を考えるきっかけにできれば……。 
そんな思いから都内の小学校3校が協力して 

絵を車体にデザインした「人権啓発ラッピングバス」が運行しました。 
 

●バスに乗り込む子どもたち 

法務局の窓口 

●オープニングセレモニーの様子 

●バスの前で人KENまもる君と人KENあゆみちゃんと 
　一緒に記念撮影 

●ぬいぐるみ人形劇「オズの魔法使い」の上演 

●
一
日
人
権
擁
護
委
員
の
中
村
玉
緒
さ 

　
ん
に
よ
る
か
ら
く
り
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

就任記者会見中の野沢新法務大臣 

70

全国一斉「女性の人権ホットライン」 
相談の実施 
 

各都道府県人権擁護委員連合会では，「女性に

対する暴力をなくす運動」期間中である11月20

日～22日のうちの１日を全国一斉「女性の人権

ホットライン」相談日として、ホットラインの数及

び対応する人権擁護委員の数を通常より大幅

に増やして、女性の人権相談に応じます。 

人権週間 
（12月4日～10日） 
 

法務省の人権擁護機関では、人権週間の期間中、

「育てよう　一人一人の　人権意識　－身近

なことから人権を考えてみませんか－」を重点目

標に掲げ、関係諸機関及び諸団体の協力の下、

広く国民に人権尊重思想の普及高揚を呼び掛

ける啓発活動を全国的に実施します。 

TK HYECOO SOY

新
し
い
法
務
大
臣
を
迎
え
て 

　
法
務
大
臣
は
、
9
月
22
日
の
内
閣
改

造
で
森
山
大
臣
か
ら
野
沢
太
三
大
臣
に

替
わ
り
ま
し
た
。
野
沢
大
臣
っ
て
、
ど

ん
な
人
で
し
ょ
う
。
 

　
名
前
の
「
太
三
」
は
「
だ
い
ぞ
う
」

と
読
み
ま
す
。
牡
牛
座
の
Ａ
型
、
70
歳
。

「
野
沢
」
菜
で
も
有
名
な
長
野
県
出
身

で
、
奥
様
と
一
男
二
女
の
五
人
家
族
。

登
山
、ス
キ
ー
、ゴ
ル
フ
が
趣
味
で
、「
信

無
く
ば
立
た
ず
」が
座
右
の
銘
で
す
。
 

　
大
学
を
卒
業
後
旧
国
鉄

に
入
り
、
施
設
局
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
た
後
、
昭
和

61
年
に
参
議
院
議
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

以
来
、
政
界
で
活
躍
さ
れ
、
法
務
大
臣

就
任
前
は
、
参
議
院
憲
法
調
査
会
長
を

務
め
、
審
議
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
 

　
大
臣
就
任
に
当
た
っ
て
の
抱
負
。
「
日

本
を
世
界
一
安
全
な
国
に
戻
し
た
い
。

身
近
な
司
法
の
窓
口
づ
く
り
や
裁
判
員

制
度
の
導
入
な
ど
、
司
法
制
度
改
革
に

も
努
め
た
い
。
刑
務
所
の
改
革
や
増
設

も
大
事
で
す
。
」
 

　
野
沢
大
臣
を
知
る
人
は
、
大
臣
を
「
明

る
く
頼
り
に
な
る
人
」
「
行
動
の
人
」

と
評
し
ま
す
。
期
待
し
て
く
だ
さ
い
！
 

　
内
閣
改
造
に
当
た
っ
て
は
、
副
大
臣

の
交
替
も
あ
り
、
衆
議
院
議
員
の
星
野

行
男
氏
が
新
副
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
中
野
清
大
臣
政
務
官
は
留
任
さ
れ

ま
し
た
。
 

 

　
去
る
8
月
22
日（
金
）、法
務
省

赤
れ
ん
が
棟
前
に
お
い
て
、人
権

啓
発
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

は
、小
学
生
が
「
私
の
大
切
な
ひ

と（
仲
間
）」
と
い
う
テ
ー
マ
で
描
い

た
絵
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、出

発
式
は
、こ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が

東
京
都
内
を
運
行
す
る
の
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

　
出
発
式
に
は
、今
回
絵
を
描
い

て
く
れ
た
台
東
区
立
浅
草
小
学
校
、

荒
川
区
立
第
五
峡
田
小
学
校
、東

村
山
市
立
久
米
川
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等
を
行
い
ま

し
た
。
森
山
眞
弓
法
務
大

臣（
当
時
）は
、「
世
の
中
で

は
、「
大
切
な
ひ
と
」
が
傷
つ

け
ら
れ
た
り
、悲
し
ん
だ
り

す
る
事
件
が
起
き
て
い
ま

す
が
、そ
う
い
う
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、皆
さ
ん
も
人
権
を
守
る

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の

バ
ス
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
、

バ
ス
は
各
小
学
校
ま
で
子
ど
も
た

ち
を
乗
せ
て
出
発
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
人
権
啓
発
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

の
運
行
は
、こ
の
バ
ス
を
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、「
人
権
と
は
何
か
」
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

東
京
都
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
（
※
）
が
、人
権
啓
発
活

動
の
一
つ
と
し
て
平
成
12
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

　
学
校
別
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
3

種
類
の
人
権
啓
発
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

は
、そ
れ
ぞ
れ
5
台
ず
つ
、合
計
15

台
が
来
年
2
月
末
日
ま
で
、都
内

15
路
線
を
走
っ
て
い
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
も
機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
乗
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

（
※
）東
京
法
務
局
、東
京
都
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

及
び
東
京
都
を
構
成
員
と
す
る
組
織
で
あ
り
、人
権

啓
発
活
動
を
総
合
的
、効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

 

 　
8
月
29
日（
金
）、30
日（
土
）の

両
日
、
東
京
都
庁
及
び
新
宿
駅

西
口
広
場
に
お
い
て
、人
権
啓
発

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、皆
さ
ん
に
気

軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
方
式
を

取
り
入
れ
つ
つ
、幅
広

く
い
ろ
い
ろ
な
人
権

啓
発
活
動
を
一
体
的
、

総
合
的
に
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、よ
り
多
く

の
人
た
ち
に
参
加
し

て
も
ら
い
、人
権
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

　
法
務
大
臣
出
席
の

下
に
行
わ
れ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
続
き
、一
日
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

た
女
優
の
中
村
玉
緒

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、作
家

の
な
か
に
し
礼
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
、人
権
啓
発
映
画
の
上
映
、ぬ
い

ぐ
る
み
人
形
劇
「
オ
ズ
の
魔
法
使

い
」の
上
演
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、地
方
自

治
体
に
よ
る
伝
統
芸
能
公
演
や

全
国
各
地
の
物
産
展
な
ど
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
も

恵
ま
れ
、

2
日
間
で

4
万
3
千

人
と
い
う

多
く
の
参

加
者
を
得

て
大
盛
況

の
う
ち
に

幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の

中
に
も
参
加
さ
れ
た
方
が
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
な
お
、本
年
度
は
東
京
会
場
の

ほ
か
10
月
4
日（
土
）、5
日（
日
）

に
福
井
会
場（
福
井
県
小
浜
市（「
若

狭
路
博
2
0
0
3
」会
場
内
ほ
か
））

に
お
い
て
も
開
催
さ
れ
ま
し
た（
来

場
者
数
4
万
4
千
7
百
人
）。
 

　
皆
さ
ん
も
、と
き
に
は
改
め
て

「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

法
務
局
っ
て
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
 

A
　
法
務
局
は
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
大
変
身
近
な
「
登
記
」
や
「
戸
籍
」

の
ほ
か
、
「
国
籍
（
帰
化
）
」
や
「
供

託
」
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
国
に
関

わ
り
の
あ
る
訴
訟
活
動
を
し
た
り
、

人
権
相
談
に
応
じ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
号
で
は
、
こ
の
う
ち
登
記
、
戸
籍
、

帰
化
と
供
託
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
 

 

「
不
動
産
登
記
」
 

っ
て
何
？
 

A
　
土
地
や
建
物
に
つ
い
て
、
だ
れ

が
持
っ
て
い
る
の
か
、
ど
れ
く
ら
い

の
面
積
が
あ
る
の
か
、
ど
こ
に
あ
る

の
か
と
い
っ
た
情
報
を
法
務
局
の
帳

簿
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
し
、
そ

れ
を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

だ
れ
で
も
土
地
や
建
物
の
所
有
者
や

面
積
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

 

不
動
産
登
記
が
必
要
に
な

る
の
は
、
ど
ん
な
と
き
？
 

A
　
家
を
建
て
た
と
き
や
、
土
地
や

建
物
を
買
っ
た
り
、
そ
れ
を
担
保
に

し
て
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
た
り
す

る
と
き
に
、
登
記
が
必
要
で
す
。
例

え
ば
、
せ
っ
か
く
土
地
を
買
っ
て
も
、

登
記
を
し
な
い
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、

ほ
か
に
「
自
分
も
そ
の
土
地
を
買
っ

た
。
」
と
言
う
人
が
現
れ
た
と
き
に
、

「
そ
れ
は
自
分
の
も
の
だ
。
」
と
い
う

主
張
が
で
き
ず
、
困
っ
た
こ
と
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

 

「
商
業
登
記
」
 

っ
て
何
？
 

A
　
商
業
登
記
と
は
、
会
社
の
名
前
（
商

号
）
、
営
業
目
的
、
所
在
地
、
資
本
金
、

代
表
者
の
名
前
な
ど
を
法
務
局
の
帳
簿

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
し
、
だ
れ
で

も
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
制
度
で
す
。
 

　
例
え
ば
、
あ
る
会
社
と
取
引
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
実
際
に
そ
の
会

社
が
存
在
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
営
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と

き
は
、
商
業
登
記
簿
な
ど
を
見
る
こ
と

に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

取
引
の
安
全
の
た
め
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
 

 

登
記
の
制
度
っ
て
、
取
引
が

安
全
に
行
わ
れ
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
制
度
な
ん
で
す
ね
。
で
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
登
記
で
き
る
も
の
が

あ
る
の
？
 

A
　
会
社
が
持
っ
て
い
る
「
お
金
の

支
払
い
を
請
求
す
る
権
利
」
を
他
人

に
譲
り
渡
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
を

登
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
り
受
け

た
人
が
そ
の
旨
を
他
人
（
第
三
者
）

に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
が
債
権
譲
渡
登
記
制
度
で
す
。
 

　
ま
た
、
痴
呆
、
知
的
障
害
、
精
神

障
害
が
あ
る
た
め
に
判
断
能
力
が
十

分
に
な
い
人
を
保
護
し
、
支
援
す
る

た
め
の
「
成
年
後
見
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見
人

に
選
ば
れ
た
人
が
、
ど
こ
ま

で
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
の
か
、
そ
の

権
限
を
国
の
帳
簿
（
登
記
簿
）

に
登
録
し
、
公
開
す
る
の
が

成
年
後
見
登
記
で
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
登
記
も
法
務
局

が
扱
っ
て
い
ま
す
。
 

 

「
戸
籍
」
 

っ
て
何
？
 

A
　
「
戸
籍
」
と
は
、

人
が
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
、

父
母
は
だ
れ
な
の
か
、

兄
弟
姉
妹
は
い
る
の
か
、

い
つ
結
婚
し
た
の
か
な
ど
を

公
文
書
に
登
録
し
て
、
こ
れ

を
公
に
証
明
す
る
制
度
で
す
。

諸
外
国
の
中
に
は
、
こ
の
よ

う
な
制
度
を
持
た
な
い
た
め
、

国
民
が
個
人
の
身
分
関
係
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

困
っ
て
い
る
国
も
あ
る
よ
う

で
す
。
 

 

法
務
局
で
は
、
 

戸
籍
に
関
す
る
 

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？
 

A
　
戸
籍
の
写
し
を
交
付
す

る
な
ど
の
こ
と
を
直
接
扱
っ

て
い
る
の
は
、
身
近
な
市
区

町
村
役
場
な
ど
で
す
が
、
法

務
局
は
、
戸
籍
の
制
度
な
ど
が
、

全
国
統
一
的
に
、
そ
し
て
正

し
く
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
市
区
町
村
に
対
し

て
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 

外
国
人
が
日
本
人
に
な
る
た

め
に
は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
 

A
　
日
本
国
民
で
な
い
人
は
、
帰
化

に
よ
っ
て
、
日
本
国
籍
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
帰
化
を
す
る
た
め
に
は
、
国
籍
法

に
定
め
る
条
件
を
備
え
た
方
が
法
務

局
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
申
請
に
対
し
て
、
法

務
大
臣
が
許
可
（
判
断
）
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
人
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

　
参
考
ま
で
に
、
最
近
で
は
年
間
約

1
万
5
0
0
0
人
の
方
が
帰
化
に
よ

り
日
本
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

「
供
託
」
 

っ
て
何
？
 

A
　
例
え
ば
、
ア
パ
ー
ト
の
大
家
さ

ん
が
亡
く
な
り
、
相
続
人
も
行
方
不

明
の
た
め
、
だ
れ
に
家
賃
を
払
え
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
家
賃
を

供
託
す
れ
ば
、
家
賃
を
払
っ
て
い
る

の
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
目
的
の
た
め

に
供
託
所
（
法
務
局
）
に
金
銭
を
預

け
る
こ
と
を
供
託
と
い
い
、
法
務
局

が
扱
っ
て
い
る
大
事
な
仕
事
の
ひ
と

つ
で
す
。
 

 

ここでは、法務局の仕事のうち、 
登記（不動産・商業など）、 
戸籍、国籍、供託 
などについて紹介します。 

『
法
務
局
』を 

　
ご
存
じ
で
す
か
？ 

東
京
法
務
局
全
景 

は
け
た
 



どこでも、誰でも、手が届く司法に「司法ネット」を整備します。 検察官適格審査会 

不適格である 
旨の議決 

適格である 
旨の議決 

■検察官適格審査会による審査の流れ 

※１：審査会の職権で行う随時審査には，  
　  一般人からの申立て処理を含む。 

※2：検事総長，次長検事及び検事長の場合 

罷免の勧告 
※2

検察庁法第23条 

罷
　
免 

法務 
大臣 

内閣 

定時審査 
（3年ごとにすべての 
　検察官について行う） 

随時審査 
（法務大臣の請求により行う） 

随時審査 
（審査会の職権により行う） 
※１ 

 検察官適格審査会による審査 

審査に付さない 

<委員> 国会議員、日本学士院会員、 
最高裁判事，日弁連会長及び司法制度に 
関し学識経験を有する者で構成される  
 
  
 
 

<審査事項>  
●心身の故障、●職務上の非能率  
●その他の事由  
　により職務を執るに適しないか否か　 

法律相談 

弁護士会・ 
地方公共団体・ 
相談機関等の 
相談窓口 

弁護士会・ 
隣接法律専門 
職種団体・ 
ADR機関等 

運営主体 
国　民 

●相談窓口 
●司法過疎対策 
●民事法律扶助 
●公的刑事弁護 
●犯罪被害者対策 

ネットワーク化 

ネットワーク化 

■旭川地方裁判所管内弁護士数 

旭川 29人 

紋別 1人 

稚内 1人 ★ 

★ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

函館 

札幌 

旭川 

利
尻
島 

釧路 

礼
文
島 

手
が
届
く
司
法
に 

1年間でどれくらいの日本人が 
海外へ行っているの？ 

平成14年の1年間で約1,652万人の日本人が出
国されました。これは日本人の約8人に1人が1
回ずつ海外

に渡航された計
算になります。 

（注：平成15年1月現
在の日本人人口は約1
億2,598万人。） 

 

では、1年間でどれくらいの外国人が 
日本に入国しているの？ 

昨年1年間で約577万人の外国人の方々が入国
されました。その国籍（出身地）は196カ国・
地域にも及び全世界の84パーセントの国々から様々

な人々が日本を訪れたことになります。 

入国管理局はどんな仕事をしているの？ 

空港などですべての人の出入国をチェックして
いるのが入国管理局ですが、そのほか、日本に
いる外国人の方々の在留の審査や難民認定、また、

残念ながら日本のルールを守らなかった外国人の強制
送還なども行っています。 

？？今回の質問は？？ 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

検
察
官 このコーナーでは、法

務省の仕事に携わる人
たちを毎号一人ずつ紹
介していきます。 
今回ご紹介するのは、
検察官の松下裕子さん
です。 

松
下
裕
子
さ
ん
（
35
歳
）　
仙
台
地
方
検
察
庁
　
　 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

人 
顔 

「出入国者数」 
 について 

● 4

◆
検
察
官
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？ 

　
ド
ラ
マ
や
小
説
で
は
、
犯
人
を

追
い
詰
め
て
警
察
官
が
逮
捕
す
る

と
こ
ろ
で
終
わ
る
も
の
が
多
い
で

す
よ
ね
。
で
も
、
実
際
に
犯
人
に

刑
罰
を
科
す
た
め
に
は
、
裁
判
を

経
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
検
察
官
は
、

主
に
、
警
察
な
ど
か
ら
送
ら
れ
た
事
件
を

捜
査
し
て
、
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
る
か

ど
う
か
を
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
裁
判

に
か
け
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
件

に
ふ
さ
わ
し
い
刑
罰
が
科
さ
れ
る
よ
う
に

証
拠
に
よ
っ
て
犯
罪
を
証
明
す
る
の
も
検

察
官
の
仕
事
で
す
。
現
在
、
全
国
に
約
2

千
3
0
0
人
の
検
察
官
が
い
ま
す
。 

 

◆
検
察
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
最
初
は
弁
護
士
志
望
で
し
た
が
、
学
生

時
代
の
講
義
で
、
「
犯
人
や
被
害
者
の
人

権
を
守
り
な
が
ら
、
処
罰
さ
れ

る
べ
き
人
を
処
罰
し
、
許
す
べ

き
人
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
の
安
全
と
秩
序
を
守
る
の

が
検
察
官
の
役
目
だ
。
」
と
教

わ
り
、
こ
の
仕
事
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。 

 

◆
検
察
官
の
や
り
が
い
っ
て
何
？ 

　
否
認
事
件
が
増
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
が
、
本
当
に
無

実
の
人
は
別
と

し
て
、
責
任
逃

れ
を
し
て
い
る

人
に
は
、
自
分

の
罪
を
反
省
し
、

被
害
者
に
き
ち
ん
と
謝
っ

て
か
ら
罰
を
受
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
本
人
の
更
生
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
検
察
官
の
取
調

べ
が
犯
人
の
反
省
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、

こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
　

た
と
え
大
勢
の
人
が
見
て
い
る
前
で
行
わ

れ
た
犯
罪
で
も
、
目
撃
者
が
捜
査
に
協
力

し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
裁
判
で
そ
の
犯
罪

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
裁
判
は
、
「
私
の
話
が
誰
か
の

役
に
立
つ
な
ら
。
」
と
い
う
気
持
ち
で
協

力
し
て
く
れ
る
方
々

に
支
え
ら
れ
て
成

り
立
っ
て
い
る
の

だ
な
と
思
い
ま
す
。 

★
活
動
の
ヒ
ト
コ
マ 

　
あ
る
交
通
事
故
の
事

件
で
、
記
録
を
読
ん
で

も
運
転
手
に
過
失
が
あ

る
の
か
自
信
が
持
て
ま

せ
ん
で
し
た
。
事
故
当

時
と
同
じ
時
刻
に
何

度
も
現
場
を
走
っ
て
み
た
ら
、
事
故
と
似
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
横
か
ら
自
転
車
が
出
て
来
て
、
普
通
に

前
を
見
て
運
転
し
て
い
れ
ば
十
分
止
ま
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
現
場
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。 

 

「
司
法
ネ
ッ
ト
」で
司
法
を
身
近
に 

最
北
の
地
に
身
近
な
司
法
を 

 

全
国
ど
こ
で
も
、 

 

誰
も
が
司
法
を
身
近
に
利
用
で
き
る
よ
う
、 

「
司
法
ネ
ッ
ト
」
を
整
備
し
ま
す
。 

手
が
届
く
司
法
に 日本から海外へ 

海外から日本へ 

検
察
官
適
格
審
査
会
っ
て
、 

何
を
し
て
い
る
の
？ 

　
検
察
官
は
、
犯
罪
の
捜
査
を
し
、

起
訴
・
不
起
訴
を
決
定
し
、
公
判

に
立
ち
会
っ
て
裁
判
所
に
法
の
正

当
な
適
用
を
求
め
る
な
ど
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。 

　
検
察
官
適
格
審
査
会
は
、
そ
の

よ
う
な
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
検
察
官
が
、
検
察
官
と
し
て
の

職
務
を
遂
行
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
審

査
を
す
る
機
関
で
す
。 

　
検
察
官
に
は
、
懲
戒
処
分
に
よ

る
場
合
な
ど
の
ほ
か
、
そ
の
意
思

に
反
し
て
罷
免
さ
れ
な
い
と
い
う

裁
判
官
に
準
じ
た
強
い
身
分
保
障

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
心
身

の
故
障
や
職
務
上
の
非
能
率
の
た
め
、

検
察
官
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
す

る
の
に
適
し
な
い
（
不
適
格
で
あ
る
）

と
き
に
は
、
検
察
官
適
格
審
査
会

に
よ
る
審
査
を
経
て
、
罷
免
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
「
検
察
官

適
格
審
査
会
に
よ
る
審
査
の
流
れ
」

図
参
照
）
。 

　
な
お
、
よ
く
似
た
名
前
の
機
関
に

検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
は
、
一
般
の
国
民
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
検
察
官
の
不
起
訴
処

分
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
機
関
で
あ
り
、

各
地
方
裁
判
所
等
に
置
か
れ
て
い
る

も
の
で
す
。 

 

審
査
会
は
、 

い
つ
開
か
れ
る
の
？ 

　
検
察
官
適
格
審
査
会
は
、 

①
す
べ
て
の
検
察
官
に
つ
い
て
３
年

　
ご
と
に
定
時
審
査
を
行
う
場
合 

②
法
務
大
臣
の
請
求
に
よ
り
各
検
察

　
官
に
つ
い
て
随
時
審
査
を
行
う
場

　
合 

③
職
権
で
各
検
察
官
に
つ
い
て
随
時

　
審
査
を
行
う
場
合 

に
開
か
れ
ま
す
（
検
察
庁
法
第
23
条

第
2
項
）
。 

　
少
な
く
と
も
毎
年
１
回
は
会
議
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
　 

 

誰
が
審
査
会
の 

委
員
を
し
て
い
る
の
？ 

　
検
察
官
適
格
審
査
会
は
、

各
議
院
か
ら
選
出
さ
れ
た

国
会
議
員
（
衆
議
院
議
員

4
人
、参
議
院
議
員
2
人
）、

最
高
裁
判
所
判
事
、日
本
弁

護
士
連
合
会
会
長
、日
本
学

士
院
会
員
及
び
司
法
制
度

に
関
す
る
学
識
経
験
を
有

す
る
者
2
人
の
11
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

国
民
か
ら
審
査
会
に 

申
し
出
る
こ
と
は
で

き
る
の
？ 

　
一
般
の
方
か
ら
、
特
定

の
検
察
官
に
つ
い
て
心
身

の
故
障
や
職
務
上
の
非
能

率
の
た
め
検
察
官
と
し
て

の
適
格
性
を
欠
い
て
い
る

と
し
て
罷
免
の
申
出
が
な
さ
れ
た
場
合
、

審
査
会
で
審
議
し
、
そ
の
結
果
審
査

に
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
き
は
、

審
査
会
の
職
権
に
よ
り
随
時
審
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
審
議
の
結
果
は
、
申
出
人
に

通
知
さ
れ
ま
す
。 

 

審
査
会
に
申
し
出
る
に
は 

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？ 

　
申
出
の
方
法
に
つ
い
て
は
特
に
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
電
話
で
は
申

出
の
内
容
が
正
確
に
伝
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
申
出
人
の
住
所
、
氏
名
、
適

格
で
な
い
と
考
え
る
検
察
官
の
所
属
、

氏
名
及
び
検
察
官
と
し
て
の
適
格
性

を
欠
く
と
思
わ
れ
る
具
体
的
な
事
由

を
詳
し
く
書
い
た
書
面
又
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
よ
り
、
審
査
会
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
書
式
は
特
に
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

　
申
出
の
郵
送
先
は
、
審
査
会
の
庶

務
を
担
当
し
て
い
る
法
務
省
大
臣
官

房
人
事
課
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が

関
１
の
１
の
１
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

はkenteki@
m
oj.go.jp

で
す
。
） 

 

審
査
会
の
活
動
は 

ど
う
す
れ
ば
わ
か
る
の
？ 

　
検
察
官
適
格
審
査
会
の
開
催
結
果

に
つ
い
て
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
審
議
会
情
報
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
、

h
ttp
://w

w
w
.m
o
j.g
o
.jp

で
す
。 

 

政
府
で
は
、
司
法
制
度
改
革
の
中
で
、
国
民
の
皆
さ

ん
が
司
法
を
身
近
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

「
司
法
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
も
の
を
整
備
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

 

●
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？ 

　
最
近
で
は
、
ヤ
ミ
金
融
業
者
に
よ
る
違
法
な
取
立

て
や
高
額
商
品
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
法
律
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
た
な
ど
と
い
う

声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
法
律
問
題
で
困
っ

て
誰
か
に
相
談
し
た
く
て
も
、
い
つ
、
ど
こ
で
法
律

相
談
を
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
か
、
ず
い
ぶ

ん
と
費
用
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
、

泣
き
寝
入
り
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
れ
ま
で
に
も
、
弁
護
士
会
な
ど
が
行
う
法
律
相

談
会
や
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
と
い
う
裁
判
費
用
の

立
替
制
度
が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
取
組
み
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

国
民
の
皆
さ
ん
が
、
司
法
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
、

ま
た
、
単
に
相
談
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
必
要
に
応

じ
て
法
律
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ま
で
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う
と

い
う
の
が
、
こ
の
「
司
法
ネ
ッ
ト
」
な
の
で
す
。 

 

●
具
体
的
に
何
を
す
る
の
で
す
か
？ 

　
「
司
法
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
現
在
弁
護
士
が
い
な
い

よ
う
な
地
域
も
含
め
て
、
全
国
ど
こ
で
も
、
法
律
問

題
で
困
っ
た
方
は
誰
で
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
相

談
を
し
た
り
、
そ
の
解
決
に
関
す
る

情
報
の
提
供
を
受
け
た
り
し
て
、
解
決
へ
の
道

筋
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

お
金
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
裁
判
を
あ
き
ら
め
て
し

ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
を
充

実
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
刑
事
事
件
で
、
起
訴
さ
れ

る
前
の
「
被
疑
者
」
及
び
起
訴
さ
れ
た
後
の
「
被
告
人
」

を
通
じ
た
公
的
な
弁

護
態
勢
の
整
備
も
し

て
い
き
ま
す
。
犯
罪

の
被
害
に
遭
っ
た
方

や
そ
の
家
族
の
方
に

対
す
る
支
援
も
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。 

　
「
司
法
ネ
ッ
ト
」

を
運
営
す
る
機
関
（
運

営
主
体
）
が
全
国
に

相
談
窓
口
を
作
っ
て
、

弁
護
士
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
協
力
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、

全
体
と
し
て
、
国
民
の

皆
さ
ん
が
必
要
と
し
て

い
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
司
法
が

き
っ
と
身
近
な
、
そ
し

て
使
い
や
す
い
も
の
に

な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
政
府
で
は
、
「
司
法
ネ
ッ
ト
」
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
が
、
既
に
、
最
北
の
地
で
あ
る

北
海
道
の
稚
内
で
、
身
近
な
司
法
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
が
い
ま
す
。 

　
広
島
地
方
検
察
庁
（
地
検
）
の
検
事
正
を
退
職
し
て
、

そ
れ
ま
で
弁
護
士
が
い
な
か
っ
た
稚
内
に

そ
の
名
も
「
彩
北
（
さ
い
ほ
く
）
法
律
事

務
所
」
を
開
い
た
吉
岡
征
雄
弁
護
士
で
す
。 

　
吉
岡
弁
護
士
に
、
実
際
の
お
仕
事
の
様

子
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

　
先
生
は
、
平
成
13
年
6
月
に
広
島

地
検
の
検
事
正
を
退
職
さ
れ
、
す
ぐ
に
稚

内
で
弁
護
士
の
仕
事
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
多
く
の
人
が
驚
い
た
よ

う
で
す
が
、
な
ぜ
、
東
京
な
ど
の
都
会
で

は
な
く
、
稚
内
を
選
ば
れ
た
の
で
す
か
？ 

吉
岡
　
私
は
、
昭
和
44
年
に
検
事
と
な
り
、

稚
内
も
担
当
す
る
旭
川
地
検
や
宇
都
宮
地

検
の
検
事
正
な
ど
を
経
て
、
広
島
地
検
の

検
事
正
に
な
り
ま
し
た
。
検
事
と
し
て
仕

事
を
す
る
う
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

司
法
を
身
近
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
検
事

を
退
職
後
に
弁
護
士
の
い
な
い
地
域
で
弁

護
士
を
や
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
場
所
と

し
て
、
日
本
の
最
北
に
あ
る
ロ
シ
ア
と
の
国
境
の
町
、

稚
内
を
選
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
北
の
地
に
彩
り

を
し
て
、
明
る
く
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、

事
務
所
の
名
前
を
「
彩
北
法
律
事
務
所
」
と
し
ま
し
た
。 

　
実
際
の
お
仕
事
の
様
子
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
？ 

吉
岡  

と
て
も
忙
し
い
で
す
。
事
務
所
を
開
い
た
直
後

か
ら
、
次
々
に
相
談
が
来
て
、
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
内
容
は
、
ヤ
ミ
金
融
な
ど
の
借
金
の
問
題
や
家

庭
の
問
題
、
さ
ら
に
は
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

か
ら
の
相
談
な
ど
幅
広
い
も
の
で
す
。
こ
の
地
域
の

人
た
ち
が
、
弁
護
士
を
本
当
に
待
ち
望
ん
で
い
た
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

　
御
苦
労
さ
れ
て
い
る
点
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
？ 

吉
岡  

稚
内
周
辺
に
は
、
外
に
弁
護

士
が
い
ま
せ
ん
の
で
、
稚
内
か
ら

か
な
り
離
れ
た
場
所
や
利
尻
島

や
礼
文
島
に
住
ん
で
い
る
人

か
ら
も
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
相
手
が
高

齢
の
方
な
ど
で
す
と
、

私
の
方
か
ら
出
向

く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
場
所
に
よ

っ
て
は
、
そ
の
た

め
に
、
半
日
が
つ

ぶ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

や
は
り
、
も
う
少
し
い
ろ
い
ろ
な
町
に
弁
護
士
が
い

た
ら
助
か
る
と
思
い
ま
す
。 

先
生
が
来
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

吉
岡
　
ヤ
ミ
金
融
や
悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害
は
、
大

分
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
、
有
線
放
送
や

各
地
の
集
会
な
ど
で
、
こ
う
い
っ
た
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
話
を
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
被
害
に
遭

っ
た
場
合
で
も
、
近
く
に
弁
護
士
が
い
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
、
早
い
段
階
で
私
に
相
談
し
て
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
来
て
、
「
弁

護
士
に
相
談
す
る
こ
と
が
、
生
活
の
中
で
当
然
の
こ

と
に
な
っ
た
。
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。 

「
司
法
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？ 

吉
岡  

絶
対
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
弁
護
士

会
や
弁
護
士
の
個
人
的
な
取
組
み
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
、
や

は
り
国
が
制
度
を
作
り
、
全
国
的
に
司
法
が
身
近
に

な
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
期
待
し
て

い
ま
す
。 

 

 

サハリンを臨む日本最北端の地 

執務中の吉岡弁護士 

ま
さ
お
 


